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研究目的 

主な研究テーマ 

電力システムは安全かつ安心な社会を
支えるエネルギー供給・流通の基盤で
ある。当研究室では、低炭素社会の実
現を念頭に置き、分散型電源を融合し
た障害回復力のある電力システムの構
築を目指して以下の基礎的な研究を進
めている。 

 

1.災害時にも機能するレジリエント電力システム 

災害時の供給支障の対策として、分
散型電源や電力貯蔵装置を活用して
電力供給を維持するシステムの開発
は重要な課題である。安定電源が不
足した状況下でも電力を供給するた
めの電源と負荷の運用・監視制御法
やネットワークの最適構成を研究し
ている。 

不確実な電源と負荷制御を活用し   
 た安定供給を実現する運用計画ー 

電圧品質を維持する単相分散型電 
 源の最適配置 

無停電ネットワーク構成切り替え 
 のための連系点電圧同期制御 

斎藤・飯岡研究室 http://www.ecei.tohoku.ac.jp/saitoh/index.html 
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3. 再生可能エネルギー電源が大量連系した電力システムの             
…リアルタイム安定性監視 

再生可能エネルギー(RES)電源の大量

導入により不確実性が増大した電力系
統では、系統不安定化の兆候を察知し、
未然に安定化制御を行うことが重要で
ある。当研究室ではRES電源を正確に

モデル化した高精度なリアルタイム安
定性監視手法および安定化制御技術に
ついて研究を行っている。 
 
◆安定性監視に最適な再生可能エネル 
 ギー電源モデルの構築 
 
◆広域的リアルタイム安定性監視手法 
 の開発 
 
◆風力発電の解列による複雑同期はず 
 れ現象を防止する制御技術の開発 

斎藤・飯岡研究室 

2. デマンドレスポンスを包含した需給制御システム 

直接負荷制御による系統周波数変動抑制、配電電圧適正化 
 
需要応答モデル構築のための消費者行動分析 

 
地域分散した大型蓄電池の多目的活用による最適需給運用 

 
ネットワーク化制御システムの応用 

http://www.ecei.tohoku.ac.jp/saitoh/index.html 

出力が不安定な再生可能エ
ネルギー電源が大量導入さ
れた電力系統では、既存電
源だけで需給平衡を維持す
ることは困難である。 
そこで、需要応答(デマンド
レスポンス)や電力貯蔵装置

が既存電源と協調した、次
世代型の需給制御システム
について研究を行っている。 
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